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1. メチコパール大量投与が，効を奏した巨赤芽球 
3性貧血の 1]症吾 
山中理，宮城三津夫，佐藤勝馬，
小林康弘 (県立東金)
米満需，近藤春期 (千大)
我々は，当読で経験した巨赤芽球性賓血の患者 3名に
対し，メチコパールの大量投与療法を試みたが，それぞ
れ 
1剖昌:500μg/day (毎日)X18函→500pg/day(縞日) 
x8田→500pg/day(扇遅)x 10@_j 
2例目:500μg/day (隔々 日)x30 @_j→500μg/day (賠
週)x 8田 
3例目:500μg/day (毎日)x紅白
で，詰尿症状，血液学的検査上の改善がみられ，副作用
も特に認められず，満足な結果が得られたのでここに報
告する。 
2. 不暁熱を呈したサルコイドージスの 1例
日野真一，隆元英，五十嵐正彦，
上野王手口，有賀 充〈毘立習志野)
武臣従信，前E昌利〈山之内病院)
症例註51歳女。治療に抵抗する不明の発熱で発症し，
胸部病変なく，軽度の稗運，血沈充進， Al・P 高値を認
め，肝生検， ACE高誼， ツ反陰性等よりサ症と診断し
た。胸部病変なく，肝生検陽性のサ症ほ少なしまた発
熱を主訴とするサ症は 7%で，当症例は稀しい。 
3. 多発性骨髄塵の 2症例
杉田周次郎，井関徹，湯口恭利，
林良明，永井 jJ震 (沼津市立)
骨髄腫は，骨髄に形費組胞が彊蕩性に増殖して進行性
に広範な骨の破壊をきたし，同時に異常免疫グロプリン
が出現する疾患である。 Bence-Jones蛋白陰性例は陽性
例より腎不全に，障りにくく，そのため生存期間が長い
と考えられている。
本例は，羽蛋白は IgGで lightchainは κ型，尿中 
Bence-Jones蛋白は，陰性であり，腎機能は正常で、あっ
た骨髄腫の 2症例であり， Melphalan cyclophosphmide， 
pr吋 onisoloneによる治療が効し， 15カ月以上の生存を
得ている。 
4. 骨髄詣肪腫の 1例
中村広志，松谷正ーラ長嶋敏晴，武井義夫，
詞村博文，斉藤輝六，北篠龍彦
(小田原市立〉
詰床的に葬嚢性疾患との鑑JIJが国難であった骨髄脂肪
彊の 1f?Hを経験した。症例は56歳の女性，上腹部痛を主
訴に入院。超音波断層法，CTi等により睦石症及び捧嚢
抱が疑われ手街が撞行された。摘出腫癌の組織より骨髄
詣訪撞の診新が得られた。画f象診断の普及により謄嚢患
の診断は容易になっているが，鑑別すべき疾患として本
疾患も念頭に入れておかなければならない。又，骨髄詣
訪腫は比較的稀な疾患であるが，今後，臨床発見頻度は
増加するものと忌われる。 
5. 片担.[J性大脳半球血管障害における脳幹京射〈眼
輪蕗反射)-CTならび、iこhabituationinde玄 (H.
1.)による嘱慈の分析
栃木捷一郎(都立豊島)，中野義澄(千大・梓内〉
脳血管樟害38保，正常者16弼について CT所見ならび
に脳幹反射である眼輪筋反射のhabituationindex (H. 1.) 
を観察し病態の分析を試みた。尚，病変の渇在と脳幹の
機能との相関を明白}こするべく片長1'性大騒半球障害を選
定した。正常者・症担jの H.I.辻それぞ、れ0.7士0.6Hz， 
1.9土0.7Hzであったが症弼の43%に噴れは認められず， 
JXって高い興奮性を示すものが33%存在した。生体アミ
ン・大脳基露接病変との関係は必ずしもー簿でなかっ
た。
